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レッドハット株式会社とのビジネスパートナー契約に関する合意内容の追加及び変更についてのお知らせ 
 
 当社は平成 16 年 8 月 31 日開催の取締役会において、平成 15 年 5 月 30 日にレッドハット株式
会社との間で締結したビジネスパートナー契約に関する合意内容の追加及び変更について決議いた

しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．追加及び変更内容 

（１）契約期間を平成 16年 8 月 31 日から 1 年間とする 
（２）Red Hat 製品に関する取引条件の変更 
（３）販売製品「 Red Hat Application Server 」と「 Red Hat Global File System 」 

の追加 
 

２．新たに販売する製品の内容 
「 Red Hat Application Server 」 
 Web を利用したさまざまなアプリケーションを効率よく開発し実行できるようにするため
のソフトウェア 

「 Red Hat Global File System 」 
 SAN（Storage Area Network）上の複数のサーバから共有 SAN ストレージ装置上のファ
イルシステムへのリード／ライト アクセスができるクラスタ用ファイルシステム、並びに並
列に運用されている機器間での負荷がなるべく均等になるように処理を分散して割り当てる

ソフトウェア 
 

３．レッドハット株式会社の概要 
（１）本店所在地 東京都港区六本木七丁目 15番 7 号 
（２）代表者 松浦 徹 
（３）設立年月 1999年 9 月 
（４）資本金 1 億円 
（５）事業内容 米国ノース・カロライナ州ラーレーに本社をおく、エンタープライズ

Linux の世界的なプロバイダ Red Hat, Inc.の日本法人 
  
４．日程     
  平成 16年 8 月 31 日 取締役会 
  平成 16年 8 月 31 日 合意内容の追加及び変更についての覚書締結 



 
５．今後の見通し 
   今回の合意による業績への影響は軽微でありますが、当社はエンタープライズ向け Linux オ

ペレーティングシステムである「 Red Hat Enterprise Linux 」の販売に加え、Web アプリ
ケーションサーバ「 Red Hat Application Server 」に対して独自のサポートサービスを付加
して販売することができることになりました。 

   当社は、オープンソースソフトウェア(以下 OSS ）を使った J2EE（※1）アプリケーショ
ン開発において、業界屈指の豊富な実績をもっており、その実績をもとに、OSS を採用した 
Java ベースの Web アプリケーションのコンサルティングや包括的なサポートを行う新サー
ビス「 Open Source J2EE for Linux 」の販売を予定しています。そして、この新サポートサ
ービスにて、レッドハットが日本国内での発表を予定している「  Red Hat Application 
Server 」においてのサポートならびにコンサルティングを行います。 

   当社は、オープンソースを使ったアプリケーション開発のマーケット拡大は重要な課題と捉

えており、今後もさまざまな施策を図ってまいります。 
 

※1 Java2 platform Enterprise Edition の略。サン・マイクロシステムズの提唱による企業情報システム向
けの Javaプラットフォームの規格。 

 
以上 


